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　令和７年第１回定例会を３月７日から14日までの８日間の会期で開きました。
　町長が施政方針を述べ、一般質問には６人の議員が農政、町政、事業執行、道路管理、環境美化、
起業支援などについて、町の考えをただしました。
　町提出案件は23件で、人事、条例の制定及び一部改正、令和６年度３月補正予算、令和７年度当
初予算などを審議し、全て原案のとおり可決しました。
　また、「広野町議会政治倫理条例に関する調査特別委員会の設置について」の発議案が提出され、
全会一致で可決しました。
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令和７年度予算の概要令和７年度予算の概要

町長の施政方針町長の施政方針

一般会計予算は再エネ、森林機能回復、給食センター整備事業等で前年度比16.7％増

　令和７年度予算は、東日本大震災からの復興・創生への取り組みを優先し、〝ふる里復興・創生
「漸進の年」〟として、地域包括ケアシステムの拡充、ゼロカーボンビジョンの推進、移住・定住施
策としての駅東側第２期開発住宅用地取得支援事業、広野駅周辺整備事業、地方公共団体情報シス
テムの標準化・共通化事業を核とした編成となっています。
　特に、復興・創生に係る主な経費としては、移住定住促進対策事業及び心の復興支援事業等を行
うための地域振興対策費、自立継続サポート事業、健康づくり啓発普及事業、不妊治療費助成事業、
環境放射線モニタリング事業、ふくしま森林再生事業、広野町学校給食共同調理場整備事業、グロー
バル教育推進事業費等を計上しています。

　本年、広野町は町政施行85周年を迎えます。ふる里広野町の歴史、伝統、文
化に対する誇りを胸に、本年をふるさと復興・創生「漸進の年」と位置づけ、「い
のちを守り、人を活かし、未来をつくる町」を標榜し、日本一元気なまちづく
りと更なる復興創生の躍進に向け一歩一歩確実に、全力で取り組んでいきます。
　「いのちを守り」の事業として、株式会社ルネサンスとの協定による、すべ
てのライフステージを通して自発的で持続可能な健康づくりの推進、防災用ト
イレトラックの導入、消防団支援アプリの導入、折木地区土砂採取区域の森林
回復等に取り組みます。
　「ひとを活かし」の事業として、「とんぼのめがね米」など特産品の販売促進
や消費拡大、いわき短期大学附属幼稚園との交流による幼児教育の質の向上及
び人材育成等に取り組みます。
　「未来をつくる町」の事業として、「第36回巨木を語ろう全国フォーラム福島・
広野大会」の開催、産業団地への企業誘致、広野駅周辺整備、若者・子育て世
帯の移住定住の促進、再生可能エネルギーの推進、子育て・教育環境の構築等
に取り組みます。

会計名 予算額 前年度比

一　般　会　計 64億2476万円 16.7% 

特

別

会

計

国民健康保険 6億8821万円 13.4%

土地開発事業 3654万円 33.1%

介 護 保 険 5億3386万円 6.6%

後期高齢者医療 6906万円 13.7%

下水道事業会計 3億7754万円 2.4% 

合　　計 81億2997万円 10.5%

令和令和７７年度各会計当初予算額年度各会計当初予算額一般会計予算額の推移一般会計予算額の推移

55.3億円
60.2億円

64.2億円

52.9億円
55.0億円

令和６年度 令和７年度令和３年度 令和４年度 令和５年度

遠藤　智 町長
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例

会 　二ツ沼公園の合宿の宿にかかる工事費について、コンクリートの耐震強度
等の確認が不足していると考えており、将来ある子ども達に使用させること
は理解ができません。
　また、土砂採取事業区域の森林機能回復について、これまで８億２千万円
も使い、更に２億５千万円も計上されていることは納得できませんので、反
対します。

　過去にも色々な話がありましたが、全て我々代表たる者がそれでやってき
て、また令和７年度に向かって新たに怯むことなく、下がることなく、進め
なきゃならないということでありますので、賛成です。

※�合宿の宿の耐震については、議会後に執行部より資料が提出され、平成17年度に耐震改修工事を
実施したことを確認しました。

令和７年度予算令和７年度予算
一般会計予算一般会計予算討論の末６対１で討論の末６対１で

可決

渡邉　忠義 議員反対討論

北郷　伯弘 議員賛成討論

二ツ沼総合公園合宿の宿
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令和７年度

注目事業注目事業クローズアップ！クローズアップ！
議会が特に注目した事業を紹介します。議会が特に注目した事業を紹介します。

　町制85周年を記念し、功労者への表彰
等を行う記念式典、地域コミュニティ及
び町民相互の親睦と融和を図る「第35回
広野町民号」、森林や里山の魅力を全国に
発信し、自然環境保全の普及啓発を図る

「第36回巨木を語ろう全国フォーラム福
島・広野大会」等の事業を実施します。

町制85周年記念事業町制85周年記念事業

　令和４年３月に発生した福島県沖地震に
より被害のあった公園内建物について、令
和４年度に被災調査を実施した結果、要修
繕箇所が多数あり、令和７年度は優先度の
高い合宿の宿の維持補修工事を行います。

（工事内容：内部改修、外部塗装改修、防水、
浴室改修、電気設備、機械設備等）

二ツ沼総合公園二ツ沼総合公園
合宿の宿維持補修工事合宿の宿維持補修工事

　公共施設や町有地に民間企業が太陽光
発電設備を設置・所有・管理し、自治体は
発電された電力の使用料金のみ支払う仕
組み（PPA方式）により再生可能エネル
ギー設備を導入し、災害時における電源
の安定供給を図り、地域防災拠点として
の公共施設の役割を強化します。

二酸化炭素排出抑制対策事業二酸化炭素排出抑制対策事業

9191万円9191万円

2.9億円2.9億円
中央体育館南側法面に設置された太陽光パネル

1457万円1457万円
町制80周年記念式典の様子

二ツ沼総合公園合宿の宿客室
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　昨年度に引き続き、大熊町、富岡町、楢
葉町、広野町の４町連携で、全国の高校生
を対象に各町産品を使ったスイーツ作
りコンテスト「スイーツ甲子園ふくしま
チャレンジカップ」の開催や東京で各町
賞受賞高校が開発したスイーツを販売す
る「ふくしまスイーツフェスティバル」の
開催など、イベントを通して町産品の魅
力を情報発信し、認知度向上を図ります。

スイーツ甲子園スイーツ甲子園
ふくしまチャレンジカップふくしまチャレンジカップ

　福島県の林地開発と土砂採取事業の許
可を取得して実施していた折木地区土砂
採取事業が硬質な岩盤の出現により途中
で中止となったため、災害防止・環境保全
対策工事を行い、 土砂採取事業を安全に
完了させます。

（工事内容：客土、造成森林、法面保護等）

土砂採取区域森林機能回復事業土砂採取区域森林機能回復事業

　避難生活での健康被害や衛生環境悪化
を防ぐため、本町でも避難所における簡
易トイレの備蓄などの対策を進めてきま
したが、更なる体制強化を図るため、防災
用トイレトラックを導入します。
　導入後は、いざという時に全国の参加
自治体が駆けつけ、助け合う「災害派遣ト
イレネットワーク」に参加します。

防災用トイレトラック導入防災用トイレトラック導入

　乳児の健診を実施し、出生直後には診
断することが困難な身体疾患を早期発見
し、早期治療による疾病予後改善につな
げます。

１か月児健康診査事業１か月児健康診査事業
　集団生活を営むうえで必要な社会性の
発達や自己統制などの行動面の発達を診
査し、就学に向けて必要な準備を進めて
いくことにつなげます。

５歳児健康診査事業５歳児健康診査事業

2.5億円2.5億円

2912万円2912万円

12万円12万円 93万円93万円

折木地区土砂採取区域

町産バナナを使って開発したパフェバナーヌ

防災用トイレトラック

2199万円2199万円
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司 氏
（下北迫）

再　　任

大
お お わ だ

和田　文
あ や こ

子 氏
（下北迫）

空家対策強化
広野町空家等の適正管理に関する条例を可決

　広野町においても、空家等の件数は増加傾向にあり、適正に管理がされていない

空家等が生活環境に著しい影響を及ぼすことが懸念されることから、法に基づく空

家等に対する適正管理の指導のほか、緊急時の安全措置の実施などを可能とするこ

とで、安全で安心な地域社会を実現するための条例が制定されました。

町が行う主な内容

・空家等の所在及び所有者等を把握するために立入調査等を行う

・空家等の所有者等に適正管理を求めるとともに、必要な情報提供等を行う

・特定空家等の認定や行政代執行等の措置を審査する特定空家等認定審査会を設置

・管理不全空家等の所有者を調査するために課税情報等を内部利用できる

令和６年度３月補正予算令和６年度３月補正予算
会計名 補正額 補正後の予算額

一 般 会 計 ▲4億6935万円 55億5204万円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 ▲1億  798万円 7億3686万円

土 地 開 発 事 業 ▲1898万円 3609万円

介 護 保 険 ▲459万円 7億1319万円

後 期 高 齢 者 医 療 514万円 6678万円

下 水 道 事 業 会 計 3億6903万円

合　計 ▲5億9576万円 74億7399万円

●主な内容（一般会計）
　住宅使用料　　　　　　　　　　　　  223万円増（歳入）
　移住定住促進対策費　　　　　　　　7678万円減（歳出）
　コミュニティ交流事業助成金　　　　　 50万円減（歳出）
　防災用トイレトラック購入費　　　　2912万円増（歳出）
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３月定
例会

３月定
例会

質疑質疑
　200万円を超える住宅使用料過年度分を徴収したようですが、徴収

担当者はいるのか伺います。

渡邉　忠義 議員 徴収担当者は？

　総務課財政管財係の職員が中心となって滞納等の徴収にあたってい

ます。

　調停２件が成立し、未納者から支払いがあったことが、金額が大き

くなった要因です。

飯島 総務課長 総務課財政管財係の職員が中心

　移住定住促進対策費が7600万円減額になっている理由を伺います。

高木　光雄 議員 減額になった理由は？

　当初は15区画の申請を見込んでいた駅東側第２期開発の住宅団地の

取得にかかる１件300万円の補助金の申請がありませんでした。

　さらに、移住支援金給付事業、空家改修についても申請がなかった

ことなどが大きな要因です。

飯島 復興企画課長 補助金の申請がなかった

　広洋台整備事業の金額が当初より60％減額されています。

　計画の時点で現場をよく調べて発注した方が良いのではありません

か。

高木　光雄 議員 現場をよく調べて発注を！

　施工方法はなるべく安価に、確実にということですので、全課で工

夫をしながら施工していきたいと考えています。

飯島 復興企画課長 工夫をしながら施工する

住宅使用料過年度分

移住定住促進事業

広洋台整備事業

令和６年度補正予算令和６年度補正予算

雑木等を除去した広洋台調整池
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　震災以前と同様に10年に一度に戻すべきではないかと思いますが、５年に一度行うことの目的

を伺います。

西内　玄太 議員 ５年に一度行う目的は？

　震災から復旧・復興していく中で様々にご支援をいただいた団体等があり、感謝の意を伝える部

分で感謝状の贈呈等を行ってきています。

　まだ震災から10有余年が経過した段階であり、そういった機会に功労者の表彰をしていきたいと

考えています。

飯島 総務課長 支援団体等に感謝の意を伝える

　歳入と歳出の差額が約5200万円ほどありますが、現在実施している中央体育館脇などの事業費

の他、何処に使う予定なのか伺います。

高木　光雄 議員 太陽光パネル設置の他、充当先は？

　役場庁舎の空調設備に環境省の補助金を充当していますが、補助率は10/10ではありませんので、

町単費の負担による差額が出ています。

飯島 復興企画課長 役場庁舎の空調設備に充当

　財政緊縮しなければならない時に約２億５千万円を投入する予算になっていますが、調整池を

造ってあるので今のままで良いのではありませんか。

高木　光雄 議員 今のままで良いのでは？

　山を切ったままの状態になっており、県から速やかに森林回復をすべきであるという指導も受け

ており、町としても林地開発を速やかに完成すべきと考えています。

松本 建設課長 県から速やかな森林回復の指導

　より多くの町民の方に観てもらえるように、演出

も含めて十分検討して実施した方が良いのではあり

ませんか。

高木　光雄 議員 集客に向けた演出の検討を！

　町民への周知も含めて、多くの方が参加できるよう

な中身にしていきたいと考えています。

飯島 復興企画課長 多くの方が参加できる中身に

町制施行85周年記念式典

二酸化炭素排出抑制対策事業

土砂採取区域森林機能回復事業

童謡まつり事業

令和７年度当初予算令和７年度当初予算

ひろの童謡まつり第２部
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委

員

会

報

告●
駅
東
産
業
団
地

　

航
空
宇
宙
・
防
衛
産
業

の
二
光
製
作
所
は
、
年
度

内
に
社
屋
建
設
に
着
手
す

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
で
開
業
し

て
い
る
新
妻
歯
科
医
院
が

新
医
院
を
建
設
す
る
予
定

で
協
議
を
行
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

●
駅
東
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　

一
条
工
務
店
に
お
い
て

一
部
区
画
を
購
入
し
、
自

社
の
顧
客
に
販
売
す
る
計

画
を
進
め
て
お
り
、
う
ち

１
区
画
に
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

を
建
設
し
、
見
学
や
宿
泊

体
験
が
で
き
る
施
設
と
し

て
運
用
を
計
画
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

●
新
広
野
駅
舎

　

令
和
７
年
度
に
旧
広
野

駅
舎
を
交
流
施
設
へ
改
修

す
る
予
定
、
令
和
７
年
度

か
ら
令
和
８
年
度
に
駅
西

側
ロ
ー
タ
リ
ー
の
基
本
設

計
・
実
施
設
計
、
不
動
産

鑑
定
等
を
行
い
、
令
和
９

年
度
に
支
障
物
件
の
移
転

や
用
地
の
取
得
等
に
つ
い

て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
協
議

等
を
経
て
、
令
和
10
年
度

か
ら
令
和
11
年
度
に
西
側

ロ
ー
タ
リ
ー
整
備
工
事
を

実
施
す
る
予
定
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
進
捗
状
況
や

将
来
像
に
つ
い
て
、
住
民

へ
の
十
分
な
周
知
を
行
う

よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

●
建
設
工
事

　

現
在
の
進
捗
状
況
は
、

基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
の

工
事
が
１
月
末
ま
で
に
完

了
し
て
お
り
、
現
在
は
鉄

骨
等
の
組
み
立
て
を
開
始

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
進

捗
率
は
１
９
．
５
％
で
計

画
に
対
し
て
滞
り
な
く
進

ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

●
食
育
推
進
の
展
示
等

　

「
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設

と
働
く
人
々
」「
食
育
」「
こ

ど
も
園
、
小
・
中
学
校
給

食
だ
よ
り
と
献
立
」「
小
・

中
学
校
児
童
生
徒
の
発
育

状
況
」「
健
康
づ
く
り
」「
給

食
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」「
そ
の

他
」
の
大
き
く
分
け
て
７

つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
パ

ネ
ル
に
よ
る
展
示
を
行
う

方
針
で
進
め
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

児
童
生
徒
に
と
っ
て
わ

か
り
や
す
い
よ
う
な
展
示

方
法
を
検
討
す
る
こ
と
、

施
設
の
移
行
に
伴
う
調
理

員
の
練
習
等
を
十
分
に
行

え
る
よ
う
対
応
す
る
こ
と

な
ど
を
要
請
し
ま
し
た
。

●
施
設
の
状
況

　

二
ツ
沼
総
合
公
園
の
ふ

る
さ
と
広
野
館
に
つ
い
て

は
、
平
成
11
年
に
整
備
さ

れ
、
現
在
は
２
階
が
レ
ス

ト
ラ
ン
と
し
て
運
用
さ
れ

て
い
る
が
、
３
階
展
望
台

に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
利

用
が
さ
れ
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
施
設
に

つ
い
て
は
、
平
成
15
年
に

整
備
さ
れ
た
も
の
の
、
２

階
の
温
浴
施
設
は
ボ
イ

ラ
ー
等
修
繕
や
、
原
油
価

格
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
運

営
が
困
難
で
あ
る
た
め
閉

鎖
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

●
施
設
の
状
況

　

平
成
17
年
か
ら
19
年
に

整
備
さ
れ
、
震
災
後
は
宿

舎
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
26
年
ま
で
に

宿
舎
の
撤
去
と
ピ
ッ
チ
の

張
替
の
復
旧
が
さ
れ
、
現

在
は
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
ア
カ
デ

ミ
ー
福
島
が
使
用
し
、
施

設
維
持
も
行
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

広二
総務文教総務文教

総務文教

野
駅
周
辺
開
発

給
総務文教

食
セ
ン
タ
ー
の
建
設

ツ
沼
総
合
公
園

サ
ッ
カ
ー
場

雨
天
練
習
場

委員会 報告委員会 報告
各常任委員会の活動状況  を報告します

鉄骨柱の組立が進む
新給食センター

２月５日（水）
総務文教常任委員会
調査件名
●給食センターの改修について
●広野駅周辺開発について
●所管施設の調査について
　・広野町サッカー場
　・二ツ沼総合公園
　　（ふるさと広野館、リフレッシュ施設）
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委

員

会

報

告

委員会 報告委員会 報告
各常任委員会の活動状況  を報告します

●
整
備
目
的

　

水
源
か
ん
養
保
安
林
整

備
の
作
業
コ
ス
ト
軽
減
を

目
的
と
し
て
、
令
和
４
年

度
か
ら
開
設
工
事
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
補
助
金
を

活
用
し
て
い
る
関
係
上
、

工
区
を
10
工
区
に
分
割
し
、

起
点
側
及
び
終
点
側
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
工
事
を
発
注
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

●
整
備
状
況

　

１
～
３
工
区
は
完
成
、

現
在
は
４
～
６
工
区
の
工

事
を
令
和
７
年
２
月
末
の

完
成
予
定
で
進
め
て
お
り
、

令
和
７
年
１
月
末
現
在
の

進
捗
率
は
４
工
区
が
85
％
、

５
工
区
が
50
％
、
６
工
区

が
７
％
と
の
こ
と
で
、
進

捗
が
遅
れ
て
い
る
５
～
６

工
区
に
つ
い
て
は
、
福
島

県
に
令
和
７
年
８
月
末
ま

で
の
繰
越
承
認
の
相
談
を

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

事
業
計
画
最
終
年
度
の

令
和
８
年
度
に
整
備
す
る

９
～
10
工
区
に
つ
い
て
、

進
捗
の
遅
れ
に
よ
り
年
度

内
に
完
成
せ
ず
繰
越
に

な
っ
た
場
合
も
、
補
助
金

は
活
用
で
き
る
と
捉
え
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

●
設
置
目
的
・
事
業
内
容

　

行
政
や
水
防
団
、
消
防

団
が
使
用
す
る
水
防
資
機

材
を
保
管
し
、
水
防
活
動

を
迅
速
か
つ
的
確
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
平
成

13
年
に
整
備
さ
れ
、
土
の

う
、
防
水
シ
ー
ト
、
ロ
ー

プ
、
杭
等
を
備
蓄
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

土
の
う
は
２
０
０
袋
備

蓄
さ
れ
て
お
り
、
明
り
取

り
か
ら
入
る
日
光
で
土
の

う
袋
が
劣
化
し
な
い
よ
う

に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
か
け

て
い
る
、
ま
た
水
で
膨
ら

む
土
の
う
も
備
蓄
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

林水
産業厚生産業厚生

専
道
狼
山
叶
沢
線

防
倉
庫

●
設
置
目
的
・
事
業
内
容

　

東
日
本
大
震
災
の
経
験

と
反
省
を
踏
ま
え
、
災
害

時
に
早
急
な
水
・
食
料
な

ど
の
支
援
を
円
滑
に
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成

28
年
に
整
備
さ
れ
、
東
日

本
大
震
災
時
の
住
宅
被
害

状
況
や
津
波
浸
水
エ
リ
ア

（
広
野
駅
東
側
）
の
開
発

に
よ
る
人
口
増
見
込
等
に

よ
り
推
計
し
た
２
４
４
３

人
が
避
難
し
た
場
合
に
備

え
、
１
日
３
食
で
３
日
間

分
の
食
料
や
毛
布
、
簡
易

ト
イ
レ
、
紙
お
む
つ
等
の

物
資
を
備
蓄
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

備
蓄
品
は
年
次
計
画
に

基
づ
き
補
充
及
び
廃
棄
を

進
め
て
お
り
、
賞
味
期
限

ま
で
１
年
程
度
と
な
っ
た

ア
ル
フ
ァ
化
米
は
防
災
避

難
訓
練
等
で
参
加
者
に
配

布
、
賞
味
期
限
が
切
れ
た

水
は
手
洗
い
・
ト
イ
レ
用

で
活
用
す
る
た
め
継
続
し

て
備
蓄
す
る
な
ど
、
有
効

活
用
を
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
有

資
格
者
が
参
集
で
き
な
い

場
合
や
担
当
課
職
員
以
外

が
備
蓄
品
を
搬
出
す
る
場

合
を
想
定
し
、
体
制
整
備

や
備
蓄
場
所
が
分
か
る
大

き
な
表
示
を
す
る
よ
う
要

請
し
ま
し
た
。

防
産業厚生

災
備
蓄
倉
庫

土のう等を備蓄している水防倉庫

防災備蓄倉庫（フォークリフトによる搬出）

２月６日（木）
産業厚生常任委員会
調査件名
●�林業専用道整備事業（狼山叶沢
線）について

●所管施設の調査について
　・防災備蓄倉庫
　・水防倉庫
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研

修

報

告

議会デジタル化議会デジタル化
福島県議会で研修を受けました福島県議会で研修を受けました

　令和７年１月20日、福島県議会の会議用タブレット等の導入による議会デジタル化への取組につ

いて、目的、導入事例、利点、課題等について学び、本議会における今後の取組の参考とするため、

議員全員参加による研修を実施しました。

●県議会の導入目的・利点

・時間、場所を問わず資料を閲覧できる

・資料等から必要な情報を検索できる

・議会事務局との情報交換が容易になる

・印刷製本費等が縮減できる

●県議会の使用機材・システム

・iPad pro（第５世代）

・クラウド型ファイル管理システム

　スマートディスカッション

●研修結果

　本議会においても、操作等について十分な訓練等を行う必要はあるものの、業務の効率化、会議

費用の縮減等に効果があると思われ、円滑な導入に向けた準備を進めることが重要であると考えま

した。

取組についての説明の様子

オンライン模擬委員会の様子
（会場出席を想定）

オンライン模擬委員会の様子
（オンライン出席を想定）

　令和７年第１回臨時会を２月３日、１日間の会期で開きました。物価高の影響を受ける低所得者

世帯への給付金に係る民生費を増額する一般会計補正予算について審議し、原案のとおり可決しま

した。

２月３日　第１回臨時会

　未申告世帯の45世帯は事情があって申告できない世帯

をカウントした数なのか伺います。

高木　光雄 議員 未申告世帯数の詳細は？

　申告ができていない世帯と１月１日後、基準日までに

転入した世帯で申告の確認ができていない世帯の対象見

込み数となっています。

佐藤 健康福祉課長 未確認の転入世帯も含む

令和６年度２月補正予算
会計名 補正額 補正後の予算額

一般会計 1902万円 60億2139万円

主な内容　
○物価高騰重点支援給付金　　1636万円
〇物価高騰支援補助金　　　　  266万円
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一

般

質

問

一般
質問

６人６人の議員がの議員が

町政を問う町政を問う

　一般質問は、行政全般にわたって執行
機関に疑問点をただし、説明を求めたり、
所信を問いただすものです。

渡邉　忠義
●福島再生加速化交付金に伴う農業水利保全管理と農業用
　ため池管理の整備事業等の取り組みについて
●広野町地域おこし協力隊公募について

P14

遠藤　　浩
●町長の第３期町政について
●行政職員の離職について
●子どもたちの視力低下について

P15

高木　光雄 ●事業執行における基本的事項の確認
●災害廃棄物の臨時集積所設置について P16

西本　久雄 ●公道の維持管理に関する現状と今後の取り組みについて P17

北郷　伯弘 ●ごみと資源の分け方・出し方の基本ルールについて P18

西内　玄太 ●チャレンジショップの実施について P19

追跡追跡
レポートレポート

　議員の質問・提言に答える町執行部、その質問・提言をどう町政に反映させてい
るのか、対応を追跡しました。

令和６年５月産業厚生常任委員会　所管施設の調査について（児童館）

外部からの侵入や子どもが飛び出す可能性、館庭北側にフェンスの設置を！

令和７年１月に設置工事が完了し、子ども達が安全に過ごせる環境が整備されました。

設置前 設置後
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一

般

質

問

渡
わたなべ

邉 忠
ただよし

義 議員

水
利
保
全
・
た
め
池
管
理

地
域
お
こ
し
協
力
隊

今
後
の
整
備
の
取
組
は
？

町
長
／
補
助
事
業
を
含
め
検
討

主
体
的
な
活
動
時
間
の
確
保
は
？

町
長
／
活
動
計
画
を
柔
軟
に
対
応

渡
邉
…
南
山
地
区
の
基
盤

整
備
に
つ
い
て
、
落
石
の

懸
念
、
土
砂
崩
れ
に
よ
る

水
路
の
詰
ま
り
な
ど
で
、

用
水
路
管
理
作
業
に
支
障

を
き
た
し
て
お
り
、
水
田

に
引
く
水
量
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
状
況
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

水
利
組
合
が
町
に
要
望

書
の
提
出
な
ど
を
行
っ
て

も
回
答
が
無
い
と
の
こ
と

で
す
が
、
町
民
か
ら
要
望

や
電
話
な
ど
で
相
談
が

あ
っ
た
場
合
、
職
員
に
ど

の
よ
う
な
指
導
を
行
っ
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

渡
邉
…
令
和
７
年
度
か
ら

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
採

用
し
、
隊
員
は
１
年
か
ら

３
年
の
間
、
様
々
な
活
動

を
行
い
、
任
期
終
了
後
の

定
住
・
生
業
づ
く
り
に
向

け
た
生
活
基
盤
の
構
築
を

行
う
と
の
こ
と
で
す
が
、

隊
員
が
主
体
的
に
活
動
を

進
め
る
た
め
の
時
間
を
ど

の
よ
う
に
確
保
す
る
の
か

伺
い
ま
す
。

町
長
…
隊
員
の
活
動
実
績

や
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
踏
ま

え
、
活
動
計
画
を
柔
軟
に

対
応
し
、
隊
員
自
身
が
円

滑
に
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
が
行
え
る
よ
う
努
め
ま

す
。

町
長
…
町
民
か
ら
要
望
や

相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、

適
切
に
対
応
す
る
よ
う
課

長
を
通
じ
て
指
導
し
、
課

ご
と
あ
る
い
は
階
層
別
に

職
員
と
懇
談
を
行
い
、
よ

り
良
い
職
務
バ
ラ
ン
ス
体

制
の
構
築
に
努
め
て
い
ま

す
。

渡
邉
…
福
島
再
生
加
速
化

交
付
金
に
伴
う
農
業
水
利

保
全
管
理
と
農
業
用
た
め

池
管
理
の
整
備
事
業
等
に

取
り
組
む
意
思
が
あ
る
か

伺
い
ま
す
。

渡
邉
…
地
域
住
民
に
対
し

て
は
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
制
度
等
を
ど
の
よ
う

に
説
明
す
る
の
か
伺
い
ま

す
。

町
長
…
「
広
報
ひ
ろ
の
」

や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
な

ど
複
数
の
媒
体
を
通
じ
て
、

隊
員
の
活
動
内
容
等
の
情

報
発
信
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

渡
邉
…
町
で
は
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
卒
業
さ
れ

た
方
の
そ
の
後
の
活
動
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
福
島
再
生
加
速
化

事
業
は
営
農
再
開
を
目
的

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
活

用
は
困
難
な
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
各
水
利
組
合
へ

交
付
し
て
い
る
日
本
型
直

接
支
払
推
進
交
付
金
を
活

用
し
て
水
路
・
た
め
池
の

軽
微
な
補
修
を
行
う
こ
と

が
可
能
で
す
。

　

今
回
の
水
路
・
た
め
池

に
つ
い
て
は
、
事
業
規
模

に
も
よ
り
ま
す
が
、
補
助

事
業
の
活
用
及
び
受
益
者

の
負
担
も
含
め
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

町
長
…
担
当
部
署
に
お
い

て
定
期
的
な
情
報
交
換
を

行
い
、
広
野
町
移
住
定
住

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
Ｈ
Ｉ

Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｏ 

Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
」

（
ヒ
ロ
ノ
ス
タ
イ
ル
）
な

ど
を
通
じ
て
、
卒
業
生
が

関
わ
る
地
域
活
動
や
事
業

の
情
報
を
収
集
し
、
町
内

外
へ
情
報
発
信
を
行
っ
て

い
ま
す
。
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遠
えんどう

藤　　浩
ひろし

 議員

町
長
３
期
目

職
員
離
職

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

町
政
の
進
展
は
？

町
長
／
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
継
続

防
止
に
取
り
組
む
考
え
は
？

町
長
／
職
場
環
境
整
備
に
取
り
組
む

子
ど
も
の
視
力
低
下
対
策
は
？

教
育
長
／
保
健
だ
よ
り
等
で
呼
び
か
け

遠
藤
…
町
政
の
４
年
目
、

「
漸
進
の
年
」
と
し
、
ふ

る
里
の
歴
史
、
伝
統
、
文

化
を
継
承
、
医
療
福
祉
、

教
育
の
充
実
、
地
域
経
済

の
更
な
る
発
展
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
３
年
間
で

も
取
り
組
ん
で
き
た
事
で

す
が
、
過
去
の
取
組
と
何

が
違
う
の
か
伺
い
ま
す
。

遠
藤
…
町
長
の
町
政
期
中
、

課
長
職
の
職
員
が
定
年
を

前
に
数
名
、
離
職
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

知
識
や
経
験
を
持
つ
職

員
が
離
職
す
る
こ
と
は
、

福
祉
施
策
の
低
下
な
ど
町

民
に
不
利
益
を
及
ぼ
す
問

題
と
捉
え
て
い
ま
す
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
…
行
政
経
験
が
長
く
、

多
く
の
知
見
を
有
す
る
課

長
職
職
員
が
定
年
前
に
退

職
す
る
こ
と
は
町
行
政
に

と
っ
て
損
失
で
あ
り
、
残

念
な
こ
と
と
捉
え
て
い
ま

す
。

遠
藤
…
文
部
科
学
省
の
学

校
保
健
統
計
調
査
で
児
童

生
徒
の
裸
眼
視
力
１
．
０

未
満
の
割
合
が
過
去
最
高

を
更
新
し
た
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
の
利
用
に
よ
る
視
力
へ

の
影
響
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

教
育
長
…
子
ど
も
た
ち
が

教
室
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

等
を
利
用
す
る
機
会
が
増

え
て
い
ま
す
が
、
小
・
中

学
校
で
は
、
各
教
科
の
指

導
計
画
に
位
置
付
け
て
使

用
し
て
お
り
、
視
力
の
低

下
を
引
き
起
こ
す
大
き
な

要
因
と
は
捉
え
て
い
ま
せ

ん
。

　

家
庭
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
等
を
使
用
す
る
際
に
、

適
切
に
休
憩
を
と
る
こ
と

や
、
睡
眠
時
間
を
し
っ
か

り
確
保
す
る
よ
う
家
庭
と

協
力
し
て
指
導
し
て
い
き

ま
す
。

町
長
…
課
題
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
は
中
・
長
期

的
な
時
間
も
要
す
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
を

継
続
さ
せ
確
実
に
完
成
に

導
く
こ
と
で
未
来
を
創
っ

て
い
き
ま
す
。

　

廃
炉
・
復
興
関
係
事
業

者
や
県
内
外
の
他
市
町
村

か
ら
の
移
住
者
を
受
け
入

れ
、
約
６
千
人
の
新
た
な

時
代
の
防
災
に
強
い
「
安

全
・
安
心
な
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

遠
藤
…
公
務
員
離
れ
が
騒

が
れ
る
昨
今
、
職
員
の
離

職
防
止
に
取
り
組
む
重
要

性
に
つ
い
て
考
え
を
伺
い

ま
す
。

町
長
…
町
長
と
職
員
と
の

意
見
交
換
会
、
職
員
提
案

制
度
、
人
間
ド
ッ
グ
制
度

を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
人
事
異
動
に

関
す
る
希
望
を
異
動
に
反

映
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

働
き
や
す
い
職
場
環
境

を
つ
く
る
こ
と
は
、
職
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上

に
繋
が
る
と
捉
え
て
お
り
、

有
給
休
暇
・
男
性
の
育
児

休
業
の
取
得
促
進
な
ど
、

柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
る

職
場
環
境
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

遠
藤
…
学
校
内
で
実
施
し

て
い
る
視
力
回
復
に
繋
げ

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

教
育
長
…
保
健
だ
よ
り
や

掲
示
物
に
児
童
生
徒
の
視

力
低
下
を
予
防
す
る
た
め

の
特
集
を
掲
載
し
、
児
童

生
徒
へ
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

　

目
の
健
康
を
守
る
た
め

の
方
法
、
屋
外
活
動
の
推

奨
な
ど
、
視
力
低
下
予
防

に
資
す
る
取
り
組
み
を
児

童
生
徒
に
指
導
し
て
い
ま

す
。
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高
た か ぎ

木　光
み つ お

雄 議員

入
札
制
度

災
害
廃
棄
物

適
正
性
確
保
は
十
分
か
？

町
長
／
法
令
に
基
づ
き
施
行

集
積
所
を
設
置
す
べ
き

町
長
／
２
箇
所
の
候
補
地
を
選
定

高
木
…
業
務
委
託
や
工
事

入
札
等
を
行
う
に
あ
た
っ

て
、
単
独
と
共
同
企
業
体

の
種
別
根
拠
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

町
長
…
広
野
町
建
設
工
事

に
係
る
共
同
企
業
体
取
扱

要
綱
第
６
条
に
基
づ
き
、

工
事
の
規
模
、
内
容
、
金

額
等
を
勘
案
し
、
大
規
模

な
建
築
工
事
や
用
地
造
成

工
事
な
ど
、
特
に
必
要
と

認
め
る
工
事
に
つ
い
て
共

同
企
業
体
に
発
注
し
て
い

ま
す
。

高
木
…
町
で
は
、
東
日
本

大
震
災
以
降
、
防
災
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

近
年
、
線
状
降
水
帯
が

各
地
で
発
生
し
予
想
外
の

大
被
害
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。

　

い
わ
き
市
で
は
令
和
５

年
９
月
に
台
風
13
号
の
直

撃
を
受
け
、
記
録
的
豪
雨

に
よ
り
大
量
の
災
害
廃
棄

物
が
発
生
し
、
そ
の
際
に

指
定
し
た
場
所
以
外
へ
の

投
棄
が
相
次
い
だ
こ
と
を

受
け
、
市
が
全
国
に
先
駆

け
臨
時
集
積
所
設
置
を
導

入
し
ま
し
た
。

　

町
で
も
大
規
模
集
積
所

及
び
臨
時
集
積
所
を
早
急

に
設
置
す
べ
き
と
思
い
ま

す
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
伺
い
ま
す
。

高
木
…
町
で
は
指
名
競
争

入
札
を
主
体
的
に
取
り
入

れ
て
お
り
ま
す
が
そ
の
理

由
を
伺
い
ま
す
。

町
長
…
一
般
競
争
入
札
は
、

入
札
手
続
き
が
厳
格
か
つ

複
雑
で
あ
り
、
さ
ら
に
不

良
・
不
適
格
業
者
の
参
入

の
お
そ
れ
が
あ
り
、
真
に

契
約
履
行
能
力
が
あ
る
者

が
落
札
す
る
と
い
う
保
証

は
な
い
た
め
、
確
実
な
契

約
の
履
行
が
な
さ
れ
な
い

お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
短
所

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
発
注
の
公
共
工
事
の

発
注
に
関
し
て
は
、
随
意

町
長
…
令
和
６
年
６
月
に

策
定
し
た
「
広
野
町
災
害

廃
棄
物
処
理
計
画
」
の
中

で
、
本
町
に
お
け
る
災
害

廃
棄
物
仮
置
場
に
つ
い
て

は
、「
広
野
町
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
」
と
「
二
ツ
沼
総

合
公
園
南
駐
車
場
」
の
２

箇
所
を
候
補
地
と
し
て
選

契
約
す
る
場
合
を
除
き
、

法
令
に
基
づ
き
指
名
競
争

入
札
方
式
に
よ
り
施
工
し

て
い
ま
す
。

高
木
…
工
事
品
質
低
下
等

を
考
慮
し
、
他
自
治
体
で

は
最
低
制
限
価
格
制
度
を

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
は
導
入
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
指
名
競
争
入
札
方

式
を
採
用
し
て
お
り
、
契

約
の
内
容
に
適
し
た
履
行

を
確
保
す
る
工
事
等
の
請

負
契
約
の
案
件
が
認
め
ら

れ
な
い
た
め
、
最
低
制
限

価
格
制
度
は
導
入
し
て
い

ま
せ
ん
。

定
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

災
害
発
生
時
に
は
被
害
規

模
に
応
じ
て
空
ス
ペ
ー
ス

の
あ
る
町
有
地
に
臨
時
集

積
所
を
設
置
す
る
な
ど
、

災
害
廃
棄
物
の
受
入
れ
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う

体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

東日本大震災時の災害がれき仮置場
（現東町産業団地）
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西
にしもと

本　久
ひ さ お

雄 議員

道
路
維
持
管
理

中
長
期
的
な
計
画
は
？

町
長
／
修
繕
計
画
に
基
づ
き
実
行

西
本
…
近
年
、
老
朽
化
が

進
む
道
路
や
歩
道
の
修
繕

が
追
い
付
か
ず
、
危
険
個

所
が
増
え
て
い
る
と
の
声

を
地
域
住
民
か
ら
多
く
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

雑
草
や
ご
み
の
放
置
な

ど
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、

本
町
に
お
け
る
公
道
の
維

持
管
理
の
現
状
に
つ
い
て
、

特
に
老
朽
化
し
た
道
路
や

歩
道
の
点
検
・
修
繕
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
維
持
管
理
に
関

す
る
主
要
な
課
題
は
何
と

認
識
さ
れ
て
い
る
か
伺
い

ま
す
。

町
長
…
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル

な
ど
の
道
路
施
設
は
５
年

に
１
度
の
法
定
点
検
を
実

施
す
る
ほ
か
、
委
託
し
て

路
面
を
調
査
し
、
さ
ら
に

は
職
員
が
週
２
回
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

町
民
か
ら
の
情
報
提
供

や
道
路
施
設
の
異
常
が
発

見
さ
れ
た
場
合
は
、
現
地

を
確
認
し
補
修
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

課
題
と
し
て
は
技
術
職

員
の
採
用
な
ど
体
制
づ
く

り
が
必
要
で
あ
る
と
捉
え

て
い
ま
す
。

西
本
…
公
道
の
維
持
管
理

に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る

年
間
予
算
は
十
分
と
考
え

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
道
路
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
は
、
点
検
や
調

査
に
よ
り
現
状
を
把
握
し

緊
急
性
・
安
全
性
を
考
慮

し
て
計
画
性
を
持
っ
て
安

全
で
円
滑
な
交
通
を
確
保

す
る
た
め
効
率
的
な
維
持

管
理
に
努
め
て
お
り
、
予

算
額
に
つ
い
て
は
そ
の
都

度
予
算
化
し
て
い
る
た
め

十
分
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
本
…
公
道
の
不
具
合
や

改
善
要
望
に
つ
い
て
、
住

民
か
ら
の
意
見
収
集
は
ど

の
様
に
行
っ
て
い
る
か
伺

い
ま
す
。

町
長
…
町
長
へ
の
手
紙
を

は
じ
め
道
路
利
用
者
並
び

に
近
隣
住
民
か
ら
の
情
報

収
集
や
行
政
区
長
会
議
及

び
住
民
説
明
会
に
お
い
て

意
見
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

現
地
の
状
況
を
確
認
し
、

緊
急
性
や
安
全
性
に
つ
い

て
検
討
し
て
対
応
し
て
い

ま
す
。

西
本
…
老
朽
化
対
策
や
安

全
性
向
上
に
向
け
た
中
長

期
的
な
計
画
は
策
定
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

　

地
域
住
民
や
民
間
企
業

と
の
連
携
を
強
化
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
ど
の

様
に
進
め
て
い
く
お
考
え

か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
「
広
野
町
橋
梁
長

寿
命
化
修
繕
計
画
」「
広

野
町
ト
ン
ネ
ル
長
寿
命
化

修
繕
計
画
」「
広
野
町
大

型
カ
ル
バ
ー
ト
長
寿
命
化

修
繕
計
画
」
を
策
定
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
や
民
間
企
業

の
協
力
を
頂
き
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
な
ど
で
ゴ
ミ

拾
い
や
除
草
を
実
施
し
て

お
り
、
こ
の
活
動
を
定
着

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
企
業
に
お

け
る
維
持
管
理
に
関
す
る

創
意
工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に

つ
い
て
国
や
県
の
事
例
を

収
集
し
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

倒木や落ち葉によるスリップが懸念される林道夕筋線
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一

般

質

問

北
きたごう

郷　伯
みちひろ

弘 議員

ご
み
出
し

ル
ー
ル
徹
底
の
取
組
は
？

町
長
／
自
発
的
な
順
守
を
促
す

北
郷
…
ご
み
を
毎
週
出
す

曜
日
は
承
知
し
て
お
り
ま

す
が
、
守
ら
な
い
人
も
い

ま
す
。

　

環
境
美
化
推
進
員
が

回
っ
て
対
策
を
講
じ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
ま

で
の
間
、
放
置
さ
れ
た
ご

み
は
強
風
等
に
よ
り
飛
び

回
っ
て
、
結
果
土
手
や
耕

地
、
河
川
、
家
の
片
隅
に

落
ち
着
き
ま
す
。

　

未
来
に
生
き
る
力
を
保

つ
た
め
に
も
、
ご
み
の
出

し
方
に
関
す
る
ル
ー
ル
の

徹
底
を
さ
せ
る
た
め
の
方

策
に
つ
い
て
考
え
を
伺
い

ま
す
。

町
長
…
町
内
各
戸
に
「
家

庭

ご

み

収

集

カ

レ

ン

ダ
ー
」
と
「
ご
み
と
資
源

の
分
け
方
・
出
し
方
早
見

表
」
等
を
作
成
し
て
配
布

す
る
と
と
も
に
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌

を
活
用
し
、
ご
み
出
し

ル
ー
ル
の
順
守
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　

ル
ー
ル
違
反
の
ご
み
に

つ
い
て
は
、
環
境
美
化
推

進
員
が
町
内
を
平
日
毎
日

巡
回
し
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
清
掃
・
除
草
、

違
反
ご
み
の
分
別
を
行
い
、

周
辺
環
境
に
悪
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
適
切
に
処

理
し
て
い
ま
す
。　

　

違
反
ご
み
が
あ
っ
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
収
集
し
て

し
ま
う
と
間
違
っ
て
出
さ

れ
た
方
を
含
め
、
地
域
の

方
が
分
別
し
て
出
さ
な
く

て
も
良
い
と
誤
解
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
た
め
、
理
由

を
記
し
た
シ
ー
ル
を
貼
っ

て
一
定
期
間
の
取
り
残
し

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
排

出
ル
ー
ル
の
自
発
的
な
順

守
を
促
す
こ
と
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

状
況
に
応
じ
て
注
意
看

板
や
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
な
ど
し
て
、
ご
み
の

出
し
方
に
関
す
る
ル
ー
ル

の
徹
底
が
図
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

北
郷
…
い
わ
き
市
と
町
の

指
定
ご
み
袋
の
販
売
価
格

に
つ
い
て
、
な
ぜ
違
う
の

か
、
ご
み
の
処
分
に
か
か

る
費
用
の
個
人
負
担
の
差

な
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
い
わ
き
市
で
は
、

市
が
販
売
さ
れ
る
ご
み
袋

を
一
定
の
規
格
に
統
一
し
、

そ
れ
ら
の
使
用
を
排
出
者

に
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　

本
町
を
含
む
双
葉
８
町

村
に
お
い
て
は
、
双
葉
地

方
広
域
市
町
村
圏
組
合
が

ご
み
収
集
を
担
い
、
ご
み

処
理
手
数
料
の
一
部
を
付

加
し
た
有
料
の
ご
み
袋
の

使
用
を
排
出
者
に
義
務
付

け
て
い
ま
す
。

　

排
出
量
に
応
じ
た
負
担

の
公
平
性
及
び
住
民
の
意

識
改
革
を
進
め
な
が
ら
、

ご
み
の
分
別
の
徹
底
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
ご
み

焼
却
施
設
へ
の
負
担
軽
減

と
処
理
費
用
の
削
減
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

違反シールが貼られた違反ごみ（違反理由：指定袋に入っていない）



1919

一

般

質

問

西
にしうち

内　玄
げ ん た

太 議員

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

店
舗
の
設
置
は
可
能
か
？

町
長
／
空
き
店
舗
の
利
活
用
を
検
討

西
内
…
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ

ッ
プ
は
、
新
規
事
業
者
や

創
業
希
望
者
が
短
期
間
で

低
コ
ス
ト
に
店
舗
経
営
を

試
す
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
、
導
入
す
る
自
治
体
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
地

域
経
済
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
、
創
業
希
望
者

が
移
住
を
検
討
す
る
機
会

の
増
加
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

駅
東
側
産
業
団
地
の
空
地

に
、
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス

型
の
店
舗
を
設
置
し
、
賃

貸
す
る
こ
と
は
可
能
か
伺

い
ま
す
。

町
長
…
広
野
駅
東
側
産
業

団
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

事
務
所
、
宿
泊
施
設
、
居

住
施
設
、
医
療
施
設
、
工

場
の
立
地
等
を
目
的
と
し

て
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
状
の
空
き
区
画
、
３

区
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、

当
初
の
整
備
目
的
に
沿
っ

て
継
続
的
に
誘
致
に
当

た
っ
て
い
る
現
況
に
あ
り
、

ト
レ
ー
ラ
ー
型
の
店
舗
を

設
置
し
、
賃
貸
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
捉
え
て
い
ま

す
。

西
内
…
公
共
施
設
内
に
小

型
の
コ
ン
テ
ナ
型
店
舗
を

設
置
し
、
賃
貸
す
る
こ
と

は
可
能
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
当
町
に
お
け
る
公

共
施
設
に
お
い
て
、
公
共

施
設
内
に
小
型
の
コ
ン
テ

ナ
型
店
舗
を
設
置
す
る
こ

と
が
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
は

無
く
、
賃
貸
す
る
こ
と
は

難
し
い
現
況
に
あ
り
ま
す

が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
は
、
事
業
を
始
め
よ
う

と
し
て
い
る
方
、
新
事
業

の
展
開
を
目
指
す
方
等
に

対
し
、
低
予
算
で
出
店
で

き
る
店
舗
ス
ペ
ー
ス
を
一

定
期
間
貸
し
出
し
、
企
業

者
の
創
出
、
商
店
街
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
経
済
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
空
き
店
舗

等
の
利
活
用
を
含
め
柔
軟

に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

小野町のトレーラー型チャレンジショップ
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果
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※議長は採決に加わりません。

令和７年３月　第１回定例会

議案等番号 件　　　　名

議 

決 

月 

日

出 

席 

者 

数

表 

決 

者 

数

賛　

   　

成

反　

   　

対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

西
本　

久
雄

渡
邉　

忠
義

高
木　

光
雄

渡
邉　

正
俊

西
内　

玄
太

北
郷　

伯
弘

遠
藤　
　

浩

門
馬
ま
り
え

議　案 
第２号

広野町空家等の適正管理に関する条例の制
定について

３/11 ８ ７ ７ 0
原案 
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

空家等の適正な管理に関する事項を定めることにより、事故、火災、犯罪等の発生を防止するとともに、
良好な生活環境の確保を図ることを目的に条例を制定するもの。

議　案 
第３号

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整理に関する条例の制定につい
て

３/11 8 7 7 0
原案 
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴い、関係する条例について一括して改正を行うため、その他所要
の改正を行うための条例を制定するもの。

議　案 
第４号

広野町課設置条例の一部を改正する条例 ３/11 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

本条例中規則への委任規定について所要の改正をするもの。

議　案 
第５号

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一
部を改正する条例

３/11 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

令和６年度福島県人事委員会勧告に基づく仕事と生活の両立支援の拡充を図るため、本条例について所要
の改正をするもの。

議　案 
第６号

職員の育児休業等に関する条例の一部を改
正する条例

３/11 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の改正に伴い、本条例について
所要の改正をするもの。

議　案 
第７号

職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例

３/11 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

令和６年度福島県人事委員会勧告に基づく給与制度のアップデート、その他諸手当に関し、本条例につい
て所要の改正をするもの。

議　案 
第８号

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を
改正する条例

３/11 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

特殊勤務手当の対象として新たに２項目（動物死体処理作業、行旅死亡人取扱業務）を追加し、その他本
条例について所要の改正をするもの。

議　案 
第９号

地方公務員法等の一部改正に伴う関係条例
の整備に関する条例の一部を改正する条例

３/11 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

地方公務員法の一部を改正する法律及び職員の給与に関する条例の改正に伴い、本条例について所要の改
正をするもの。

議　案 
第10号

指定管理者の指定について
（広野町二ツ沼総合公園）

３/11 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

地方自治法第244条の２第６項の規定により、広野町二ツ沼総合公園の管理運営を行わせる指定管理者の指
定をするもの。

議　案 
第11号

指定管理者の指定について
（広野町公設商業施設）

３/11 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

地方自治法第244条の２第６項の規定により、広野町公設商業施設の管理運営を行わせる指定管理者の指定
をするもの。



議案等の審議結果
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審

議

結

果

議案等番号 件　　　　名

議 

決 

月 

日

出 

席 

者 

数

表 

決 

者 

数

賛　

   　

成

反　

   　

対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

西
本　

久
雄

渡
邉　

忠
義

高
木　

光
雄

渡
邉　

正
俊

西
内　

玄
太

北
郷　

伯
弘

遠
藤　
　

浩

門
馬
ま
り
え

議　案 
第12号

令和６年度広野町一般会計補正予算
（第８号）

３/12 ８ ７ ７ 0
原案 
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ4億6935万円を減額するもの。主な内容は各種事業の確定に伴う減額計上。広野町こども
未来基金費、住宅管理費及び防災対策費等については増額計上。

議　案 
第13号

令和６年度広野町国民健康保険特別会計補
正予算（第４号）

３/12 8 7 7 0
原案 
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ1億798万円を減額するもの。主な内容は一般管理費、保険給付費及び予備費等の減額計上。

議　案 
第14号

令和６年度広野町土地開発事業特別会計補
正予算（第２号）	

３/12 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ1898万円を減額するもの。主な内容は広洋台整備事業費、駅東側整備事業費及び東町土
地開発事業費の減額計上。

議　案 
第15号

令和６年度広野町介護保険特別会計補正予
算（第４号）

３/12 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ459万円を減額するもの。主な内容は一般管理費及び認定調査費の減額計上。介護給付費
準備基金積立金及び予備費については増額計上。

議　案 
第16号

令和６年度広野町後期高齢者医療特別会計
補正予算（第３号）

３/12 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ514万円を増額するもの。主な内容は後期高齢者医療広域連合納付金、健康診査事業費及
び予備費の増額計上。

議　案 
第17号

令和７年度広野町一般会計予算 ３/12 8 7 6 1
原案
可決

○ × ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ64億2476万円の予算計上。

議　案 
第18号

令和７年度広野町国民健康保険特別会計予
算

３/14 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ6億8821万円の予算計上。

議　案 
第19号

令和７年度広野町土地開発事業特別会計予
算

３/14 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ3654万円の予算計上。

議　案 
第20号

令和７年度広野町介護保険特別会計予算 ３/14 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ5億3386万円の予算計上。

議　案 
第21号

令和７年度広野町後期高齢者医療特別会計
予算

３/14 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ6906万円の予算計上。
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会議等出欠状況

22

審

議

結

果

　　　　　 〇：賛成　×：反対　議：議長　欠：欠席　病：病気等　退：退席　除：除斥　無：無記名投票

※議長は採決に加わりません。

令和７年３月　第１回定例会

議案等番号 件　　　　名

議 

決 

月 

日

出 

席 

者 

数

表 

決 

者 

数

賛　

   　

成

反　

   　

対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

西
本　

久
雄

渡
邉　

忠
義

高
木　

光
雄

渡
邉　

正
俊

西
内　

玄
太

北
郷　

伯
弘

遠
藤　
　

浩

門
馬
ま
り
え

議　案 
第22号

令和７年度広野町下水道事業会計予算 ３/14 ８ ７ ７ 0
原案 
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

下水道事業収益予定額2億3713万円、下水道事業費用予定額2億9157万円、資本的収入予定額は3176万円、
資本的支出予定額は8596万円の予算計上。

議　案 
第23号

広野町固定資産評価審査委員会委員の選任
に関する同意を求めることについて

３/14 8 7 7 0
原案 
同意

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

現委員の小野修司氏が来る5月19日付けをもって任期満了となることから、同氏を適任者と認め、再任する
もの。

発　議 
第１号

広野町議会政治倫理条例に関する調査特別
委員会の設置について

３/14 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

議会政治倫理条例の制定に向けた調査特別委員会を設置するもの。

選　任 
第１号

広野町議会政治倫理条例に関する調査特別
委員会委員、委員長及び副委員長の選任に
ついて

３/14 8 7 7 0
選任
決定

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

広野町議会政治倫理条例に関する調査特別委員会委員、委員長及び副委員長を選任するもの。

諮　問 
第１号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ
とについて

３/14 8 7 7 0 適任 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

現委員の大和田文子氏が来る6月30日付けをもって任期満了となることから、同氏を適任者と認め、再度推
薦するため、議会に意見を求めるもの。

令和７年２月　第１回臨時会

議案等番号 件　　　　名

議 

決 

月 

日

出 

席 

者 

数

表 

決 

者 

数

賛　

   　

成

反　

   　

対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

西
本　

久
雄

渡
邉　

忠
義

高
木　

光
雄

渡
邉　

正
俊

西
内　

玄
太

北
郷　

伯
弘

遠
藤　
　

浩

門
馬
ま
り
え

議　案 
第１号

令和６年度広野町一般会計補正予算
（第７号）

２/３ ８ ７ ７ 0
原案 
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ1902万円を増額するもの。主な内容は物価高の影響を受ける低所得者世帯への給付金。
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出

欠

状

況

会議等出欠状況

令和７年１月１日～３月31日
〇:出席　×:欠席　△:遅刻、早退　-:員外　弔:弔事　研:研修　公:公務　病:病気等

月 日
曜　

日
開催会議名等

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

西
本　

久
雄

渡
邉　

忠
義

高
木　

光
雄

渡
邉　

正
俊

西
内　

玄
太

北
郷　

伯
弘

遠
藤　
　

浩

門
馬
ま
り
え

出席回数（回） 17 15 16 18 18 17 17 12

会議回数（回） 17 15 16 18 18 17 17 15

１

９ 木 広報委員会 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 -

14 火 広報委員会 〇 - - - 〇 - - -

20 月 福島県議会視察研修会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

２

３ 月 令和７年第１回臨時会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

５ 水 総務文教常任委員会 〇 - - 〇 〇 - - 〇

６ 木 産業厚生常任委員会 - 〇 〇 〇 - 〇 〇 -

７ 金 双葉地方町村議会議員研修会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

７ 金 全員協議会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

19 水 令和７年度当初予算事前説明 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 病

20 木 全員協議会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

20 木 令和７年度当初予算事前説明 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 病

21 金 令和７年度当初予算事前説明 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 病

28 金 議会運営委員会 - 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇

３

７ 金 令和７年第１回定例会（１日目） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10 月 令和７年第１回定例会（４日目） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

11 火 令和７年第１回定例会（５日目） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

12 水 令和７年第１回定例会（６日目） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

14 金 令和７年第１回定例会（８日目） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

28 金 広報委員会 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 -

　議会の議長や、各委員長等から招集通知があり、開催された会議や研修の出欠状況です。

　このほかにも、町が主催する式典や小・中学校の発表会、広域圏組合や双葉地方町村議会議長会

が主催する会議にも出席しています。

議会の様子を見てみませんか？
次回の定例会は６月です 

　議場傍聴席入口にある受付簿に住所・氏名をご
記入いただくだけで、議会を傍聴できます。
　また、定例会の録画映像をインターネットでも
配信しています。
　広野町ホームページまたは、下のＱＲコードか
らアクセスできますので、ぜひご視聴ください。

当初予算事前説明
　令和７年第１回定例会に先立ち、２月19日から
21日までの３日間、重点事業を中心に担当課長か
ら令和７年度当初予算の説明を受けました。

当初予算事前説明の様子

●議会映像ホームページ
　https://hirono.k-quick.net/
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－

４
１
６
５
（
広
野
町
議
会
事
務
局
）

こ
れ
か
ら
の
町
に
思
う
こ
と
は
？

町
制
施
行
85
周
年
！

編

　集

　後

　記

次
の
定
例
会
は
６
月
で
す

　

３
月
議
会
で
は
、
新

年
度
予
算
の
審
議
が
中

心
と
な
り
、
地
域
活
性

化
や
福
祉
施
策
、
防
災

対
策
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
議
案
が
議
論
さ
れ
ま

し
た
。　

　

特
に
子
育
て
支
援
や

高
齢
者
福
祉
の
充
実
、

公
共
施
設
の
改
修
計
画

に
注
目
が
集
ま
り
、
町

民
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に

直
結
す
る
重
要
な
決
定

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
民
の

皆
さ
ん
の
た
め
に
、
誠

意
と
情
熱
を
も
っ
て
取

り
組
み
、
未
来
へ
の
希

望
を
築
い
て
参
り
ま
す
。

　

議
員
と
し
て
は
１
年

が
経
過
し
、
ま
だ
初
の

経
験
も
あ
り
戸
惑
い
も

あ
り
ま
し
た
が
、
反
省

点
を
踏
ま
え
、
次
回
以

発
行
・
編
集
責
任
者

議　
　

長  

渡
邉
正
俊

広
報
委
員
会

委 

員 

長　

西
内
玄
太

副
委
員
長　

西
本
久
雄

委　
　

員　

遠
藤　

浩

委　
　

員　

北
郷
伯
弘

委　
　

員　

高
木
光
雄

降
は
よ
り
積
極
的
に
意

見
を
述
べ
、
議
会
の
活

性
化
に
努
め
る
所
存
で

す
。

　

更
な
る
飛
躍
を
誓
い

ま
す
。

�

（
西
本　

久
雄
）春を告げる桜

　

昭
和
15
年
４
月
１
日
に
町
制
が
施
行
さ
れ「
広
野
町
」

が
誕
生
し
て
か
ら
今
年
で
85
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
町
を
取
り
巻
く
環
境

が
変
わ
り
ゆ
く
中
で
、
広
野
町
の
未
来
に
思
う
こ
と
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

広
野
町
に
な
っ
て
85
年

が
過
ぎ
た
こ
と
を
考
え
る

と
自
分
で
も
驚
く
ほ
ど
長

く
生
き
て
き
た
と
感
じ
ま

す
。

　

昔
を
思
い
返
す
と
、
お

店
を
や
り
な
が
ら
の
子
育

て
が
と
て
も
大
変
で
、
親

が
近
く
に
い
た
か
ら
こ
そ

や
っ
て
こ
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。

　

住
ん
で
い
る
人
が
減
っ

て
、
若
い
人
た
ち
が
昔
以

上
に
子
育
て
に
苦
労
し
な

い
か
心
配
で
す
。

　

町
が
そ
う
し
た
人
に

と
っ
て
快
適
な
環
境
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

山や
ま
ぎ
し岸　

怜れ

い

こ子
さ
ん

（
上
浅
見
川
）

　

私
は
、
広
島
県
の
大
学

を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
、
こ

の
４
月
か
ら
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
移
住
し
て

き
ま
し
た
。

　

在
学
中
か
ら
イ
ン
タ
ー

ン
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
広

野
町
に
通
う
う
ち
、
町
民

の
方
々
が
温
か
く
接
し
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
、
と

て
も
魅
力
的
な
町
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
動
を
通
し
て
、

移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
と

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
橋

渡
し
役
に
な
っ
て
、
人
が

温
か
く
、
よ
り
楽
し
い
広

野
町
を
目
指
す
力
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

石い

し

だ田　

祥し
ょ
う
こ子

さ
ん

�（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）


